
地方募集

血統表シンラバンショウの21
11,000円　※地方募集馬は競走馬保険の加入はありません　　募集口数：500口【競走馬出資金総額 550万円】一口価格：

2021年3月14日生 │ 鹿毛 │ 水沢・伊藤和忍廐舎 │ サンバマウンテンファーム生産

Mr.Prospector

File

Dance Spell

Witching Hour

Damascus

Aphonia

Ambehaving

Swift Deal

Hail to Reason

Cosmah

Understanding

Mountain Flower

Exclusive Native

Won’t Tell You

Minnesota Mac

Minnetonka

Princely Gift

Suncourt

ネヴァービート

スターハイネス

Northern Dancer

Lady Victoria

Ambiopoise

One Clear Call

カンパラ

Severn Bridge

Nureyev

Skillful Joy

Halo

Wishing Well

Secretariat

Nervous Pillow

サンデーサイレンス：S3×M4

フォーティナイナー

Broom Dance

Cutlass

Hey Dolly A.

Halo

Wishing Well

Affirmed

Katonka

テスコボーイ

アンジェリカ

ノーザンテースト

クリアアンバー

トニービン

ダンスチャーマー

サンデーサイレンス

ビューティフルベーシック

エンドスウィープ

Sheer Ice

サンデーサイレンス

レガシーオブストレングス

サクラユタカオー

サクラハゴロモ

ジャングルポケット

ロージーミスト

スウェプトオーヴァーボード
芦毛　1997

ベルモット
栗毛　1997

サクラバクシンオー
鹿毛　1989

ミスティフォレスト
青鹿毛　2005

レッドファルクス
芦毛　2011

シンラバンショウ
鹿毛　2012

メス

※測尺・馬体重はHPで最新情報をご覧ください。

Famiiy
シンラバンショウ（12 サクラバクシンオー）１勝。本馬は第３仔。産駒
フウゲツムヘン（19 牝 鹿*ドレフォン）１勝，○現
オールスティール（20 牡 鹿リアルスティール）未出走

ミスティフォレスト（05 ジャングルポケット）１勝。産駒
グローリーミスト（牡 *ワークフォース）１勝

ロージーミスト（97 *サンデーサイレンス）１勝。産駒
グランプリボス：最優秀２歳牡馬，６勝，ＮＨＫマイルＣ-G1，朝日杯フューチュリティＳ-G1，マイラーズ
Ｃ-G2，スワンＳ-G2，京王杯２歳Ｓ-G2，安田記念-G1 ２着（２回），マイルチャンピオンシップ
-G1 ２着，阪神Ｃ-G2 ２着，ニュージーランドＴ-G2 ３着，スプリンターズＳ-G1 ４着，スプリング
Ｓ-G2 ４着，香港入着，香港マイル-G1 ３着。種牡馬

ミステリーゲスト：３勝，九十九島特別
アドマイヤキュート：３勝。産駒

スペシャルドラマ：３勝，秩父特別，○現 
フロムナウオン：１勝，○現 

*ビューティフルベーシック Beautiful Basic（89 Secretariat）米国産，北米入着。産駒
ウインディグニティ：５勝，甲斐駒特別，テレビ山梨杯，南港特別

ナーヴァスピロウ Nervous Pillow（75 Nervous Energy）北米２勝，Special Goddess S。産駒
ファインスピリット Fine Spirit：北米４勝，Cascapedia H-L，ＢＣジュヴェナイルフィリーズ-G1 ３着。

ザナッツ The Nutz（Bosselman Gus Fonner S-L），ファニーミーティング Funny Meeting
（Bill Thomas Memorial H）の祖母，レイスウェル Lacewell（West Virginia Legislature 
Chairman's Cup S-L）の曽祖母

アートオブリヴィング Art of Living：北米３勝，Santa Catalina S，West Twelve Ranch H２着。
種牡馬

ストームアトナイト Storm At Night：英入着，Sirenia S-L３着，北米７勝

母

祖母

四代母

五代母

曽祖母

©上田美貴子

種 牡 馬

ブルードメアサイアー

3歳春の芝1400ｍで初勝利を挙げる。その後は芝だ
けでなくダートでも勝ち星を積み重ねてクラスを上げて
いき、4歳秋にオープン馬に。5歳時、CBC賞に優勝
して重賞初制覇。続くスプリンターズSも優勝し、GⅠ
初制覇を果たした。翌年はマイルの安田記念で3着に
好走するなど安定した活躍を見せ、秋には史上3頭目
のスプリンターズS連覇を達成。7歳まで現役を続け、
引退後は種牡馬入り。芝でもダートでも結果を出した
スプリンターとして人気を集め、初年度から100頭以
上と交配。初年度産駒から早くもJRA新馬勝ち馬が誕
生し、今後の産駒の活躍が楽しみな種牡馬である。

レッドファルクス
●2011年生　芦毛　千歳産
●競走成績　日香29戦10勝　最優秀短距離馬
　スプリンターズS（GⅠ）2回、京王杯スプリングC
（GⅡ）、CBC賞（GⅢ）
●種牡馬成績　2019年から供用中
●主な産駒　2022年に初年度産駒がデビュー

サクラバクシンオー
●1989年生　鹿毛　早来産
●競走成績　スプリンターズＳ（ＧⅠ）２回、スワンＳ
（ＧⅡ）、ダービー卿ＣＴ（ＧⅢ）、クリスタルＣ（ＧⅢ）
●主な産駒／母の父として：キタサンブラック（ジャパ
ンＣ、有馬記念、菊花賞）、モンドキャンノ（京王杯
２歳Ｓ）、ハクサンムーン（セントウルＳ）、キタサン
ミカヅキ（東京盃）、ビアンフェ（函館２歳Ｓ）／父
として：グランプリボス（ＮＨＫマイルＣ）、ビッグア
ーサー（高松宮記念）、ショウナンカンプ（高松宮
記念）、シーイズトウショウ（セントウルＳ）

水 上 学 の 血 統 解 説

　父レッドファルクスは、スティンガーの甥にあ
たる良血馬。5歳で本格化し2016年、17年の
スプリンターズＳを連覇、当時の最強スプリンタ
ーだった。エンドスウィープ→スウェプトオーヴ
ァーボードと続くラインで、芝ダート不問の短距
離スピード血統だ。
　本馬の近親には朝日杯フューチュリティＳ、Ｎ
ＨＫマイルＣなどを勝ったグランプリボスがいる。
しかも母シンラバンショウはこのグランプリボスと
4分の３同血にあたる。
　グランプリボスは2歳王者になったものの、こ
の牝系は本質的にやや晩成気味とみるが、スプ
リンターとしての活躍はかなりの確率で見込める。
もっとも、芝向きかダート向きかは、デビューし
てからのお楽しみとなるだろう。

募集馬番号　8

新種牡馬レッドファルクスの産駒が各地の競馬場でデビューしています。産駒たち
の馬体を見ると、レッドファルクスの産駒だとパッと見て分からない馬が多いという
のが現時点での印象です。それには２つ意味があって、ひとつは芦毛の産駒が意外
にも少ないこと、もうひとつは母に似ている馬体の馬が多いということです。レッド
ファルクス自身は、その父スウェプトオーヴァーボードの後継者らしく、小粒でもピ
リリと辛いというか、どちらかというと馬格の小さいタイプにもかかわらず、圧倒的
なスピードとパワーを誇り、中山競馬場の急坂を１頭だけ物ともせずに駆け上がっ
ていました。そういうレッドファルクスらしさが前面に出ている産駒は少なく、良く
言うと繫殖牝馬の特徴を引き出すタイプの種牡馬のようです。シンラバンショウの
21もレッドファルクスらしさはほとんど感じさせず、母シンラバンショウの品の良さが
表に出ていますね。素軽さがあって、気性の素直さも伝わってきます。岩手競馬に
所属するのであれば、水沢競馬場の重いダートではなく、盛岡競馬場の芝コースの
短距離戦を中心に活躍するのではないかと勝手な妄想は広がります。

父はスプリンターズSを優勝した芝のスプリントチャンピオンですが、ダートでも４勝
をあげており、その産駒にも芝ダートを問わない活躍が期待出来そうです。本馬は
現状は小柄な馬体ですが、母も祖母もJRAで新馬勝ちをしており小柄ゆえの仕上
がりの早さは武器になるかもしれません。近親にはグランプリボスがおり、母父サ
クラバクシンオーとスピード豊かな母系出身の本馬にとっては芝コースを持つ岩手競
馬所属というのもプラスでしょう。両親から受け継いだスピード能力を武器に早期
デビューからの新馬勝ちを目指します。

POINT

治 郎 丸 敬 之 の 馬 体 診 断
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